
延
喜
式
内
林
神
社

新
富
司
就
任
奉
曇一撃一齋
行

こ
の
た
び
永
年
に
わ
た

り
林
神
社
に
ご
奉
仕
さ
れ

た
林
正
之
宮
司
に
代
わ

り
、
ご
子
息
の
芳
光
様
が

新
宮
司
に
ご
就
任
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
四
月
六

日
、
富
山
県
護
国
神
社
栂

野
守
雄
宮
司
、
栂
野
高
広

爾
宜
臨
席
の
も
と
宮
司
就

任
奉
告
祭
が
齋
行
さ
れ
ま

し
た
。

氏
子
揃
っ
て
祝
織
を
掲

げ
煙
火
を
打
ち
上
げ
て
お

祝
い
す
る
な
か
、
午
後
五

時
よ
り
祝
詞
奏
上
、
玉
串

奉
具
な
ど
が
行
わ
れ
、
芳

光
様
が
目
出
度
く
延
喜
式

内
林
神
社
第
五
十
七
代
宮
司

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

栂
野
宮
司
が
挨
拶
の
中

で
、
林
芳
光
新
宮
司
は
全
国

二
万
の
神
職
の
中
で
も
指
折
り
の
有
能
な
方
で
あ
る
と

話
さ
れ
、
列
席
し
た
氏
子

一
同
た
い
へ
ん
誇
ら
し
く
嬉

し
く
思
い
ま
し
た
。

式
後
直
会
が
催
さ
れ
、
参
列
者

一
同
林
神
社
の
さ
ら

な
る
発
展
と
宮
司
ご

一
家
の
ご
隆
昌
を
祈
念
致
し
ま
し

た
。
　

（写
真
提
供
　
公
民
館
広
報
部
長
開
田
雅
弘
さ
ん
）

総
会
と
高
齢
者
学
級
開
講
式
開
く

般
老
連
新
会
長
に
八
日
嵩
さ
ん

新
会
長
に
八
田
嵩
さ
ん

（正
覚
）
を
選
出
し
、
約

二
十
七

万
円
余

の
新
年
度
予
算
や
交
通
安
全
教
室

の
開
催
、
地

域
巡
り
な
ど
前
年
度
に
準
ず

る
事
業
計
画
が
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
開
催
さ
れ
た
高
齢
者
学
級
開
講

式

で
は
元
砺
波
市
教
育
委
員
長
瀬
尾
並
木
さ
ん
の

「む

か
し
ば
な
し
む
か
し
の
は
な
し
」
と
題
す
る
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
今
年
度

の
主
な
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

会
長
　
　
八
日
　
嵩
　
　
副
会
長
　
林
　
孝
行
　
　
林
　
正
子

幹
事
　
　
武
部
　
幹
夫

高
齢
者
学
級
長
　
辻
　
睦
夫
　
　
　
副
学
級
長
　
森
瀬
　
睦
美

同
事
務
担
当
　
　
白
崎
美
智
子

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

安
川
親
寿
会
　
辻
　
睦
夫
　
頼
成
光
寿
会
　
林
　
孝
行

徳
万
徳
寿
会
　
根
田
隆
弘
　
福
山
福
寿
会
　
松
本
孝
光

三
徳
長
寿
会
　
森
　
良
作
　
　
　
　
　
　
　
　
一

砺
波
波
市
老
人
ク
連
合
会
総
会

市
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で

第
九
回
の
市
老
連
総
会
が
、
四
月
十
二
日
砺
波
市
文

化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
活
動

「と
な
み

・
そ
く
さ

い
安
全
２
１
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

二
十

一
団
体
が
受
賞
、
般
若
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
昨

年
に
ひ
き
続
き
努
力
賞
を
受
け
ま
し
た
。

夏
野
市
長
、
江
守
市
議
会
議
長
、
砺
波
警
察
署
長
ら

来
賓
三
氏
の
視
辞
の
あ
と
議
事
に
入
り
、
新
年
度
の
事

業
計
画
や
千
百
万
円
余
り
の
予
算
が
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
健
康
づ
く
り
運
動
、
在
宅
福
祉

を
支
え
る
友
愛
活
動
、
花
の
あ
る
町

・
ゴ
ミ
の
な
い
町

へ
の
奉
仕
活
動
の
三
大
事
業
を
柱
に
据
え
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
の
あ
る
幅
広
い
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
主
な
役
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。会

長
　
　
河
合

副
会
長
　
今
堀

松
田

出
町

油
田

青
島

織 4%デ惑彦輪撰感合
島かオ孝及鳳漱式

平
成
二
十
五
年
度
の
般

老
連
総
会

・
高
齢
者
学
級

開
講
式
の
総
会
が
四
月
十

一
日
、
般
若
農
業
構
造
改

善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

もヽ
手
、
ュ
ざ
―
、■
い
―
の
絶
”ｔ

，

■

■

～

え

１

事顕辱

舘平
井

栄宗
子寿

出栴
檀

町山

■
の
口
の
一
る
風
移
に
す
え
ιす
り

亜
暉
ｆ
ν
∫
　
　
　
　
　
林
　
春
月
手



今
年
は
残
念
な
が
ら
満
開
期
を

逸
し
ま
し
た
が
、
少
し
色
の
薄

い
名
残
の
桜
を
見
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
参
加
者
四
十

一
人

が
二
台
の
バ
ス
に
分
乗
し
て
、

松
川
除
の
桜
並
本
の
下
か
ら
水

記
念
公
園
に
か
け
て
の
桜
花
を

愛
で
な
が
ら
や
ま
ぶ
き
荘
に
入

い
ま
レ

■
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
ら
ん
じ
ょ
浮
世
亭
恒
例
の

お
花
見
昼
食
会
が
、
花
曇

り
の
四
月
十
八
日
や
ま
ぶ

き
荘
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
午
前
中
は
脳
ト
レ
ゲ
ー
ム

や
血
圧
測
定
、
入
浴
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
自
由
な
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。
昼
食
を
終
え
た
後
午
後

一

時
か
ら
は
、
ダ
ブ
ル
ス
の
ス
カ

ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、

北
條
蘇
春

・
林
時
子
チ
ー
ム
が

優
勝
、
林
紘

・
八
田
サ
チ
子
チ

ー
ム
が
次
勝
と
な
り
ま
し
た
”

午
後
二
時
半
や
ま
ぶ
き
荘
を
後

に
し
て
和
気
調
々
の
内
に
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

般
若
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
緯
会
開
く

高
齢
者
の
生
活
に
何
か
と
関
わ
り
の
深
い
般
若
地
区

社
会
福
祉
協
議
会

倉
萱
示
昭
会
長
）
の
平
成
二
十
五
年
度

総
会
が
、
四
月
五
日
午
後
七
時
よ
り
、
頼
成
い
か
る
ぎ

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
四
年
度
の
決
算
、
事
業
が
承
認
さ
れ
た
あ
と
、

総
額
八
十
万
円
余
の
新
年
度
予
算
や
、
従
来
の
事
業
に

加
え
新
た
に
自
治
振
興
会
と
福
祉
関
係
者
の
連
絡
協
議

の
場
を
設
け
る
な
ど
の
二
十
五
年
度
事
業
計
画
が
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

頼
成
関
係
の
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

副
会
長
　
八
日
嵩
　
小
森
兼
重

理
　
事
　
林
正
範
　
林
孝
行
　
武
部
幸
恵
　
　
顧
問
　
林
茂
之

委
　
員
　
林
正
子
　
林
美
紀
子
　
　
齊
籐
幸
恵
　
　
林
洋
子

三
門
明
さ
ち
子
　
　
　
　
武
部
琉
子
　
　
林
　
博

坂
東
勲
　
　
林
　
誠
　
　
林
篤
子
　
　
　
林
咲
良

武
部
啓
子
　
林
邦
子
　
　
林
好
則

°
た し ま

一毒

光寿会日帰り旅行

5月 22日水曜日 '時■7時

宇奈月ニューオータ
=ホ

テ
ルの料理と温泉・足湯

1楽しめます。

fm   httfT円」

第

一
次
大
戦
後
の
深
刻
な
不
況
の
時
、
歴
代
内
閣

懐
「
ゎ
議
が
桜
り雌
離
毅
臨
か
化醐
紬
罐榔
０
」湖
↑
酌
弊

し
た
こ
と
が
あ
る
。

舟
た
弛欧ぃ
雌
い
馘ぽ
頼
り惨
端
鰍曜
鮮
雑醜
微
薇
つ今ｒ
峨

け
で
離
党
し
て
い
く
民
主
党
議
員
の
姿
は
見
る
に
堪
え
な

い
。
中
に
は
民
主
党
の
比
例
代
表
で
当
選
し
た
者
さ
え
い
る

の
だ
か
ら
果
れ
て
し
ま
う
。

小
人
数
な
が
ら
民
主
党
に
す
り
寄
り
大
臣
ポ
ス
ト
に
ま
で

つ
い
た
国
民
新
党
の
自
見
氏
な
ど
も
見
苦
し
い
。
古
巣
の
自

民
党
が
政
権
与
党
に
返
り
咲
く
と
、
自
か
ら
の
党
を
解
党
し

て
復
党
を
申
し
入
れ
る
な
ど
醜
態
極
ま
り
な
い
。

論
語
に
曰
く
。

「民
信
な
く
ば
立
た
ず
」
と
。
国
民
の
信

頼
を
失
っ
た
者
達
は
速
や
か
に
国
政
の
場
か
ら
去
る
べ
き
で

あ
る
。

村岡さん目出度く市議三選なる
定数二減、初の大選挙区制で実施さ

れた今回の市議選で、地元般若から出
馬した村岡修一さんが1243票 を獲得し
て三選を果たされました。般若地区は
勿論、庄東地区全体のためにも精力的
に活躍していただきたいものです。

見冒餐彗層櫂3雪
g

た。 (内容は上記の本文記事をご覧くノ

次回は5月 15日 は曜日)'00～ 15Ю0
途中の出入りも自由です.お茶呑みがてら気軽にお立ち寄りください。

やまぶき荘のお花見昼食会でも皆さ
ん結構楽しんでチャレンジしておられ
た 「脳 トレーニング」。 らんじょ浮
世亭特製のものを初級、中級、上級と
用意してみました。楽しみながら大脳
前頭葉を大いに刺激してボケの防止に
も役立ててください。ぜひ来亭して挑
戦してください。右は、中級の一例 (同

じ家紋を線でつなぐ)ですが、やって
みると意外に手ごわいですよ。

午後 1時半より阿弥陀経読誦、観無
量寿経写経があります。随時参加出来
ます。筆ベンだけご用意 ください。


